
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

                          

 

                          

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寛政 4 年 4 月 1 日（西暦 1792 年 5 月 21 日）、雲仙普賢岳の火山活動に伴う眉山崩壊によって引き起った

大津波は、有明海沿岸において人命や家屋など多大な被害をもたらしました。死者は、肥後国で約 4600 人に及

び、のちに「島原大変、肥後迷惑」とまでいわれました。玉名地域では干拓地を造成中であった下沖洲村や鍋村で

被害が甚大で、県内での死者は玉名郡が最も多く、2221 人と記録されています。市内には、この津波災害に伴

う供養塔などが数か所残されており、今後も教訓として、守り伝えていかなければなりません。 

  

 

玉名の災害遺産 
 ～「島原大変、肥後迷惑」の証しを、後世へ～ 

 

玉名の遺跡 

シリーズ⑯ 

 

【お問い合わせ】 

玉名市教育委員会 

文化課文化財係 

TEL:0968-75-1136 

 
bunka@city.tamana.lg.jp 

 

■「寛政大津波」の歴史を伝える石造物などの分布       

 

当時、外平山の崖に突き出していた大石まで津波が押し寄せたといい

「津波石」として伝えられていました。昭和 53 に防災工事によっ

て、当時の大石は別の地点へ移設し保存されています。 

▲扇崎千人塚供養塔 

 

▲狐嶋溺死供養塔と津波死十一人塔 

 

 

工事中に出土した人骨▶ 

市道の工事掘削中に、砂の堆積

層から人骨が発見されました。大

津波に巻き込まれ、引き潮と共に

砂層に埋もれてしまった犠牲者で

あった可能性があります。 

津波の高さ 

 

5.5ｍ 

 

津波の方向 

 

津波石の跡 

 

 

伝・津波犠牲者の墓 

 

 

各資料等を参考に作図 

 

 

横島町の津波石 

 

(海面からは 9.6m) 

 

 

津波高 6.5m 

 



     

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

■扇崎
お う ぎ ざ き

千人
せ ん に ん

塚
づ か

供養塔
く よ う と う

       ～市指定重要有形文化財（歴史資料）～  

寛政 4 年 9 月、特に被害の大きかった玉名郡、飽田郡、宇土郡には熊本藩に

よって供養塔が建立されました。これはその一つで、凝灰岩製の方柱形。高さ

205 ㎝（標石は 105 ㎝）を測り玉垣で囲まれています。正面に「南無阿弥陀仏」

と他三面に建立の趣旨が刻まれています。玉名郡内の死者 2221 名の名前を記

した小帳を納め、千年の後まで伝えていくことが目的と記されています。 

▲扇崎千人塚供養塔 

 

▲狐嶋溺死供養塔 

 

■狐
きつね

嶋
じ ま

溺死
で き し

供養塔
く よ う と う

        ～市指定重要有形文化財（歴史資料）～  

■津波死
つ な み し

十一人塔
じ ゅ う い ち に ん と う

         ～市指定重要有形文化財（歴史資料）～  

▲津波死十一人塔 

 

下沖洲村では約 300 人が亡くなったといわれ、溺死を

免れた人々が泣きながら肉親の遺骸を集めて、扇崎の千人

塚に仮埋葬されますが、その後の天保 8（1837）年、被

災から 45 年の時を経て、26 体を子孫が改葬したことが

わかります。扇塚千人塚と違って、地元住民の発意によっ

て建立されたことが注目されます。 

塔は天草砂岩製で、形状は県内の津波碑では珍しい無縫

塔になります。総高は 110 ㎝（碑石高 81 ㎝）。 

狐島溺死供養塔と同じ墓地にあります。寛政 4 年の津

波犠牲者の墓であることは間違いありませんが、建立の

年月や由来は彫られていないため不明です。塔は天草砂

岩製です。天草石工による石造物は 18 世紀末以降に高

瀬周辺で増加し、有明海流通圏を示すといわれています。 

正面：南無阿弥陀仏 

側面：寛政四年歳子四月朔日 津波死十一人塔 儀□ 

総高 100 ㎝、碑石高 81 ㎝ 

こ
と
し
寛
政
四
の
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壬
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よ
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国
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嶽
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ま
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に
一
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を
建
て
ら
れ
死
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の
名
を
録
し
て
こ
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に
納
め
幽
魂
を
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し
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事
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碑文の拓本と内容▶ 

 

供養塔の銘文▶ 

 

（一郡一基の塔） 

 


